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　動作研究とは作業を行う際の作業者の動きなど

を、要素動作または動素などと呼ばれるものに目視

で分割し、これを一定の記号や略字、図表などによっ

て記録する方法である。動作分析とも呼ばれ、ギル

ブレスの考案した「サーブリッグ分析」という手法が

用いられるのが普通である。

　人の作業を18種類の動作（サーブリッグ）に分け

て分析するサーブリッグ手法は、時間研究よりもさ

らにこまかい分析を行うもので、安定作業の改善や

標準動作系列の設定に多く用いられるが、不安定作

業の改善には使いにくい。また、動作のムダを省くた

めの根本的な心がまえであるモーション・マインド

（動作意識）を養成するのに便利である。

　この方法では、所要時間がわからず、また速い動作

を追って分析することがむずかしいので、微細動作

研究や動素時間分析法へ進んでいくことになった。

１．メモ・モーション・スタディ
　毎分60とか100とかのあらいコマ数で撮影する

方法で、ごくあらいが、動きが速く見えるので、欠陥が

かえって誇張されて、印象が強くなるという長所も

ある。

　映写して適宜の方法で分析し、図表化し、コマ数で

時間を入れるという方法を使う。

２．シモ・チャート（Simo　chart）
　作業時の動きを細かく分析するために毎秒8コマ

から32コマ（最近では100コマもでている）の速さ

で撮影したものを図表化したものである。図表は時

刻目盛(2000分の１分)と、動作要素を表したサー

ブリッグ記号、動作の説明、その時刻数字および

サーブリッグの色記号などを書き、動作種類とその

継続時間を明示する。

３．動素時間分析法(ＰＴＳ法)
　あらかじめ動作をなにかの条件に対して分類し、

それと動作距離などとに対して時間値を決定してお

き、目視によって得た動作系列に、表によって時間値

を与えるものである。この条件には、動作の種類、使

用する身体部位、動作の大きさ、調節の種類および

抵抗などいろいろな組合せがあり、それぞれの方式

がでてくる。測定単位の長さは0.0001分とか、

0.0006分とかであり、表から得られる数値の最小

のものは0.001～1.002分ぐらいである。予定時間

法、ＰＴＳ法などともいわれる。

（1）ＭＴＭ

　サーブリッグにある条件をつけて、時間値を与え

たものである。基本動作としては、手をのばす(Ｒ)、運

ぶ(Ｍ)、まわす(Ｔ)、圧す(ＡＰ)、つかむ(Ｇ)、はなす(Ｒ

Ｌ)、合わせる(Ｐ)、ひきはなす(Ｄ)、眼の動作(ＥＴ，ＥＦ)

および胴と脚の動作をとっており、これに条件を

ケース、距離、動作のタイプなどとして区分してい

る。時間単位は、1ＴＭＵ＝０.000001時を用いてい

るが、その下1けたを小数でつけている。

（2）ＷＦ(ワーク・ファクタ法)

　主要な身体部位の動きに距離と条件とをつけて、

時間値を与える。その条件をワーク・ファクタと呼

び、重量または抵抗(Ｗ)、方向調節(Ｓ)、注意(Ｐ)、方向

変更(Ｕ)、一定の停止(Ｄ)がある。身体部位としては、

指および手(ＦおよびＨ)腕(Ａ)、胴(Ｔ)、脚(Ｌ)、足(ＦＴ)

をとり、これに前腕回転(ＦＳ)、頭の回転(ＨＴ)、歩行を

同じように取扱っている。

　この方法の特徴は、ワーク・ファクタのつかない動

作を基礎動作と呼び、その上にワーク・ファクタがつ

くと、その種類によらず、個数だけによって時間値を

ふやしていることである。
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